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　　情報探索におけるブラウジング行動：

図書館と書店における行動観察を基にして

　　　　　Browsing　Behavior　in　lnformation　Seeking　Process：

On　the　Basis　of　Observation　of　lnformation－seeking　Behavior

　　　　　　　　　　　　　　　　　in　Libraries　and　Bookstores
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Re－sume’

　　　Although　researchers　have　discussed　several　aspects　of　so　called　browsing，　such　discus－

sions　remained　mere　armchair　ones　and　were　unable　to　prove　whether　their　claims　correctly

described　actual　browsing　behavior．

　　　This　research　examined　the　actual　behavior　of　the　subjects　in　bookstores　and　libraries　in

order　to　clarify　the　concept　of　‘browsing’．

　　　Research　took　place　in　2　bookstores　and　2　libraries，　where　40　subjects　were　observed　from

their　entrance　to　their　exit．　As　a　result，　the　following　actions　were　observed：　Checking　the

shelves　one　by　one；　re－checking　the　shelves　while　a　different　book　is　already　in　hand；　picking　up

the　same　book　as　one　the　subject　had　just　put　back；　stopping　to　check　the　books　stacked　flat　on

display；　returning　the　book　to　shelf　unopened；　turning　pages　unnaturally　fast；　and　opening

pages　at　random．

　　　In　addition，　it　was　found　that　different　ways　exist　to　perceive　different　types　of　sources，　and

that　the　subjects　judge　the　sources　according　to　certain　standards．

　　　In　conclusion，　browsing　was　classified　into　5　types，　and　was　defined　as　follows：　browsing　is

a　means　of　selecting　necessary　material　among　many，　according　to　certain　standards，　while

employing　every　sense　available　in　order　to　satisfy　a　certain　requirement　for　information，　and

whose　target　remains　vague　at　the　outset．
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1．はじめに

A．目的と問題意識

　本論文の目的は，ブラウジングの定義と類型化

を新たに行うことである。

　「ブラウジング」という語の使用には2点の特

徴がある。1点目は，一見異なる行為に対し同じ

「ブラウジング」という語が用いられている点で

ある。例えば，書架を眺める行為も，本をぱらぱ

らと拾い読みすることも，Webページを閲覧す

ることも，全て「ブラウジング」と呼ばれている。

2点目は，「ブラウジング」という語が図書館・情

報学以外の文脈でもしばしば使われていることで

ある。

　以上2点から，「ブラウジング」が何かを明ら

かにするたあには，既存の図書館・情報学の枠

や，既存の定義の枠にとらわれずにその意味を考

える必要がある。

B．これまでの成果

　以上の考えを基にした，辞典，新聞記事，Web

ページ，他分野の論文からの「ブラウジング」と

いう語の用例調査1）からは以下のことが分かって

いる。

　そもそも「草を食む」という意味であった「ブ

ラウジング」という語は，今では実質，探索者に

「情報」と捉えられる限りあらゆるものを対象に

使用されている。今や音声メディアやチャンス，

情報一般という目に見えないものまで「ブラウジ

ング」の対象とされている。これは，ブラウジン

グの概念が，原義である草を食むという意味に含

まれる「広範な場から必要な部分を選び取る」と
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いう要素によって拡大されてきたからである。

　そしてこの用例調査の結果から，ブラウジング

は，「曖昧さを持つ情報要求を満たすため，利用で

きる感覚全てを用いて広範で多量な情報源から何

らかの基準をもって必要なものを選び取る行為で

ある」1）と定義された。

　本論文では，以上の定義を仮定義とする。

「目を走らせる」，「スキャン」の両者には「速い動

き」という共通点があるが，この「速い」とは迅

速という意味ではなく，1ヵ所の通過に関しての

速さであると捉えるのが自然であろう。というの

も，「ぶらぶら歩く」という急いでいる様子を感じ

させない語もブラウジングの動きとして挙げられ

ているからである。

C．文献から見たブラウジング行動

　文献調査2）の結果を対象，目的，身体運動の観

点から以下に要約する。

　ブラウジングの定義文中で対象として明記され

たものは実はそれほど多くない（第1表）3）～35）。

対象として明記されているのは書架，コレクショ

ン，図書・文書の3種類であった。これらを対象

として言及している研究は用語集と1971年以前

の研究に集中しているたあ，これが外すことので

きない対象であり，browsingという語が図書

館・情報学で使われるようになった当初からの対

象であると確認できる。また，物品だけでなく

「環境」もその対象にされている。そして，対象は

紙の質感や部屋の様子など視覚的なものに限らな

いことも分かっている。

　目的については，特定の目的はないと明言する

ものもあれば3），特定の目的を持つとしているも

のもある。Bates18）は新聞をざっと見ることや帰

途でのウインドウショッピングなどを“目的がな

いように見えるが本来的には動機のある行動で情

報入手の準備の形態である”と説明する。Carme1

ら33）はブラウジングを3形態に分けた上で，ほと

んどの（情報探索システムの）ユーザは移り変わ

るタスクを象徴する一時的目的の中で興味ある情

報のスキャニングと記憶の回顧を行うと述べる。

　身体運動としては，目の動きに関する記述が多

く見つかった。各研究者による記述から運動に関

する部分をまとあたのが第2表である3）～41）。ここ

では「ざっと読む」「拾い読み」「眺あ読み」を「目

を走らせる」にまとあてある。「スキャン」につい

ては“身体の動きとしてのスキャニング”35）とい

う説明があることから，目や体の移動を伴ってあ

る範囲をざっと調べていくことと解釈できる。

D．用例から見たブラウジング行動

　英語の「browsing」の原義は「動物が硬い植物

の新芽や柔らかい部分を食い取ること」であり，

限界のない広い対象を漁る行為であるという含意

がある1）・42）。

　現在使用されている「ブラウジング」という語

について，その語の対象も，行動概念も，全てこ

の原義の2っの要素からの派生であると考える

ことができる。「固い部分から柔らかい部分を食

い取る」という点からは「必要な物を抽出する」

という要素が，「限界のない広い対象を漁る」とい

う点からは「全体量の多さ」という要素が挙げら

れる。例えば，全体量が多いことから，その全て

に目を通すためには「ざっと見る」，「ぱらぱらあ

くる」といった行動が生まれる。また，必要なも

のを抽出するために「拾い読み」をし，拾い読み

に似た行動として，探索方法が不明確なまま検索

するといった行動がブラウジングという語で代表

される。

　用例調査の結果抽出することができた行動を派

生の観点から図化したのが第1図である。用例調

査で抽出した，「ブラウジング」として記述された

行動は，全て何らかの形で原義の2要素からの派

生として捉えることができた。

E．ブラウジング行動研究の重要性

　ブラウジングは実際に人間が行う行為である。

行為である以上，机上で議論をしているだけでは

「それは実際にはどのように行われているのか」

という疑問を解決することはできない。

　そこに行動としてブラウジングを考察する必要

性がある。ブラウジングとは何かを語の用法から

考察し，併せて行動面から考察することで，探索
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第1表　先行研究の定義によるブラウジングの対象

68ご丁田 お§葦

δ8◎馨§国

奮3害’器日

εδこお自曲 自8屋鼠国

δさu旨き口

奮8窟署縮

蕾8宥羅9溶

6霧暑屠

δ磐蕗8選話

蕊8臨鍵
お霧u誉国 δ霧ご塁国

ε警夏壽

δ霧署§

ま8翠鳶自

ま8翠魯∩

ま3窟記

ま8曽聲彫乱

含8ご舘o

翁§謬墓

引用番号 3 4 5
67

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
18
P9
20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

物

書架 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

コレクション △ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

図書・文書 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
新聞 ○ ○ ○

学術雑誌 ○ ○ ○ ○

マイクロ画像：資料 ◎ ○

コンピュータ ○ ○ ○ ○ ○
資料そのもの ○

関心のある資料・情報 ◎ ○
区間 ○

検索結果画面 ○

主題探索 ○ ○

著者探索 ○

引用探索 ○ ○

目次 ○

脚注 ○

目録 ○ ○ ○
索引 ○ ○ ○

語彙 ○ ○

全文 ○ ○

商品 ○ ○ ○

テレビ ○ ○ ○
情報一般：特定せず ◎ ○

環境

インフォーマルコミュニケーション ○ ○ ○ ○
環境の知覚と認識 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

建築的デザイン ○ ○
展示的デザイン ○

位置関係 ○

道を探す ○ ○ ○

非視覚的対象
視覚的なものに限らない ○ ○ ○

紙の質感 ○

インクの色 ○

糊のにおい ○

場所

ショッピングモール ○ ○ ○
図書館 ◎ ○ ○ ○
書店 ○

博物館・動物園 ○ ○ ○
美術鑑賞 ○

街・田舎 ○

性格

特定された対象 △ △ △ △ △
曖昧な対象 ○ △ △ △ △ △
全く定義されない対象 ○ △ △ △ △

＠

o
A

定義中で特定されている対象

説明中に登場し，当てはまると分かっている対象

場合によりそのいずれかが当てはまるもの
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第2表　先行研究の定義によるブラウジングの運動

禽8蝉羅羅［口

お§藁

§録署韻

§慧奮日

§8お霞凸
含§喜鼠国

褻暑器薯躍

§岩壽

霧ご量澤ぎo

霧言岳

褻ご舅9着謡

翁u皇§冨岳

§ご㌍唇さ

霧ご碧暑国
お舅誉§8

霧u謹彗8

霧ご携

引用番号 3
67

8 9 10 11 12 14 36 22 23 21 37 38 33 39 40 35 41

目を走らせる ◎ ◎ △ ○ ○

スキャン（Scan） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

一瞥する ○

ページをあくる ○

手に取る ○

においをかぐ ○ ○

身体運動

聴く ○ ○

資料にさらす ◎

ぶらぶら歩く ○

動きまわる ○ ○

会議に出席 △

会話する △ ○ ○

内容を調べる ◎

高速で走査 ○

探索する ○ ○

審査する ○
動　詞

評価する ○ ○

検索主義 ○

選択する ○

見直し・復習 ○

迅速ではない ○
形　容

繰り返しの動き ○

連続的な動き ○

＠

o
A

定義中で特定されている対象

説明中に登場し，当てはまると分かっている対象

場合によりそのいずれかが当てはまるもの
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打ち合わせ

　する

　纐蒸の欝潔

）e“

“一

空間的　　構造・配置から

アクセス　　　判断

一覧する

　　　　　　　一“““

想を練　　　　　、．

　　　視野を広げる

　　　　　　発見する
　　　　　　　　／
　　　　　　　偶然性

（

　　　全体性

内容把握

　読み漁る

豊富な全体
（食い取る1

手がかりを　　必要な物を抽出

　得る　　　　　）

　　　＼　　　　　請し静
注意深く調べる　　　　　　　　　　　　　　　／．

　×　　　　×
　　新鳶職ツク〆一＿一日鹸情報

　　謄の融不明確な方法でで趣
　　　　　　　　　　探す　　　曖昧さ

　　　　　　　　　　　　　　　見ながら探す

　　　　　　　　　　　　　気軽さ
目的の情報を探す擢鍵の欝耀“e、　　　休憩する

　　　　　　　　　　　　　　　談話する

面白そう・役立ちそうな

　　ものを拾う

　　擶鋤の語誌
　　　　　
　　ちらりと見る

　　　　　　＼
ざっと目 hす歩議がら見る

あ＼ち見る魁

　　試し読み　素早く調べる

第1図　用例からのブラウジング行動の拡がり

行動のどこまでをブラウジングと言うことができ

るのか，そして，ブラウジングとは何かを考える

ことができるようになるのである。

II．ブラウジング行動に関する先行研究

A．利用者調査

　情報探索に関わる調査としては，図書館利用者

を対象とした利用者調査が多く行われている。こ

こでは，ブラウジングについての項目がある調査

を検討する。

1．医学図書館での質問紙調査：吉田（1982）43）

　これは，慶鷹義塾大学医学情報センターにおい

てブラウジングの実態を知るたあに行われた質問

紙調査である。質問紙は資料貸出し時に手渡さ

れ，返却本とともに回収されている。

　この調査では貸出し資料の種類，その資料につ

いての情報源，資料についての満足度，来館頻度，

来館理由が質問され，結果は以下のようになって

いる。

＠

＠

＠

＠

＠

　この調査からは，

にある資料がブラウジングされやすいが，必ずし

もそれによる収集が役立っとは限らないこと，ブ

ラウジングが行われる理由は一様ではないことが

分類配架の単行本（72％），二次資料に未収

録の未製本雑誌（27％）は，ブラウジング

による利用が多い（製本雑誌10％）。

貸出し資料があまり役に立たなかったと答

えたもののうち約70％がブラウジングに

よる利用である。

来館理由のうちブラウジングに相当する

「目についた本を拾い読みする時」「新着雑

誌・図書に目を通す時」を回答したものは

全体の60％に上る。

学生の「ブラウジング」は目録の使い方を

知らないたあに行われ，研究者のブラウジ

ングは二次資料では得られない情報収集の

たあに行われる。

来館頻度が多いほどブラウジングをする機

会も多い傾向にある。

　　　　　　ブラウジングをしゃすい環：境
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明らかにされていると言える。しかし「ブラウジ

ング」を初めから「目についた本を拾い読みする」

「新着雑誌・図書に目を通す」と限定しており，ブ

ラウジングとは何かを考えるには不足である。

2．退館者への面接調査：Willard，　Teece

　　（1　983）44）

　Sydney　Central　Libraryで行われたこの調査

は，利用者が特定の資料を求あて来るのか，ある

いは何か興味を惹くものを探しに来るのかを確認

するために行われた。被験者は図書館から出てく

る利用者から無作為に抽出された。

　調査結果を3点にまとめると以下のようにな
る。

　①　被験者のうち約48％が「ブラウジングす

　　　るために」図書館を訪れており，特定の資

　　　料を探しに来たのは約18％。

　②　過去にこの図書館で特定の資料の探索に成

　　　功していたのは26％，失敗していたのは
　　　3　8．5　9060　o

　③　今回の来館は満足だったと回答したのは約

　　　62％，不満だったのは10％。

　過去の成功率とブラウジングの関係への着目は

興味深いが，その結果が結び付けられていないの

が残念である。また，満足度も来館全体に対して

の質問であり，ブラウジングの効果に結び付くも

のではない。何より，この調査でも何を「ブラウ

ジング」とみなしているかという定義がなく，そ

の内容は曖昧である。

B．行動調査

　ここではブラウジングに限定せず，図書館内で

の利用者の行動を観察した調査を2っ検討する。

1．書架での行動の定量調査：Ross（1983）45）

　RossはCalifornia大学のPhysical　Science

Libraryで13週にわたり515人の利用者を観察

している。時間帯と観察地点は無作為に決定さ

れ，観察者本人は被観察者の行動の全てがよく見

え，かっ目立たない場所に立って自身も必要なも

のを探しているように装って観察を行った。

　この調査では，ブラウジング地点と日時のほ

か，書架前で過ごした時間，取り出した（remove）

資料数，置き換えられた（replaced）資料数と，参

考のたあに，書架から抜き出されたがテーブルや

返却箱に残されたre創eが計測された。

　この観察の結果は以下の4点にまとめられる。

　①　取り出し数の平均は3．37冊で2冊以下が

　　　約52％を占あ，5冊以上が約25％，10冊

　　　以上が約4％であった。

　②　書架で費やす平均時間は6．94分であった。

　③　3分以下の短いセッションが約3分の1を

　　　占めていた。

　④1冊しか抜き出さなかった利用者と1冊も

　　　抜き出さなかった利用者はブラウジングと

　　　言えるほどのことを行っておらず，請求記

　　　号に従って本を探しに来ただけであると考

　　　えられる。

　しかし，著者本人も“観察された行動は全体の

途中部分である”と認めているように，この数字

をそのままブラウジングの平均として用いること

はできない。さらに重要なのは，ここで観察され

たのは本を動かした数だけであるという点だ。書

架や資料そのもの，その他の要素とどのように関

わったのか，資料の利用に関する意思決定をどの

ように行ったのかという質的部分が全く調査され

ていないため，「ブラウジング」がどのような行動

であるかは全く明らかにされていない。

2．個人利用者の追跡観察調査：北岡他（1996）46）

　個人の多目的利用と館内読書の視点からブラウ

ジングコーナーの配置構成を検討する研究におい

て，成人の個人利用者の利用状況を客観的に把i握

するために追跡観察調査を行っている。

　この調査では5館353人の成人個人利用者の

入館から退館までが観察され，館内平面図にその

行動の軌跡と行為，姿勢，利用時間，年齢層およ

び貸出し件数が記録された。

　図書のみの利用者121人の利用時間を図書の

選択時間と読書時間に分けた結果から，その利用

パターンは以下の4タイプに類型化された。

　①　選択のみのタイプ。平均11分と短め。
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　②　選択に加え，1～2分程度の立ち読みが見

　　　られるタイプ。

　③　選択・読書の繰り返しタイプ。1回の選択

　　　時間は約5分／回，読書時間は約4．1分／

　　　回，繰り返し回数は4．4回／人。

　④　10分以下の選択の後，一気に読書を行う

　　　タイプ。選択・読書の繰り返し回数は2．9

　　　回／人，1回の選択時間は約2．8分／回，読

　　　書時間は21分／回の読書中心タイプ。

　利用者の利用実態を知る上では大変興味深い研

究である。しかし，そもそもの目的が「ブラウジ

ング」を定義することにはなく，利用者一人一人

の行為についての詳しい観察がなされていないこ

とから，ブラウジングの行動の詳細はやはり明ら

かにされていない。

C．先行研究とその特徴

　これまでのブラウジング研究は，「ブラウジン

グ」が何かという定義をしないままに行っている

ものが多く，その特徴を示していながら証明する

実証的調査を行ってきていない。質問紙や面接な

どの調査も「ブラウジング」をする利用者の割合

やその効果47），個人の情報探索手法を探るも

の41）・　48）であり，ブラウジングの定義そのものを検

証しようというものではなかった。

　そこで，ブラウジングが実際にはどのような行

為の連続として行われるのかを明らかにするた

め，以下の調査を行う。

III．ブラウジングの観察調査

A．調査目的と内容

　この調査の目的は，前述のとおり個人の行動レ

ベルで「ブラウジング」とは何かを明らかにする

ことである。そのため，この観察調査は定量調査

ではなく定性調査で行う。

　ここでは2っの理由から図書館と書店で調査

を行った。

　第一には，Webページやデータベース利用な

ど，コンピューターと画面を通して行われる情報

検索には「ブラウジング」のほかに手段がないた

あである。また，観察も行いにくく，Webへのア

クセスや移動の様子を調査するならば，ログ分析

などの方法を取る方が望ましいとも考えた。

　第二には，Webの利用履歴等の研究はこれま

でにも行われているが，書架を前にして探索者が

実際にどのように行動しているのかという調査は

行われていないためである。文献で明らかにされ

ない実態の解明には，実際に見て確かめることが

第一であると判断した。

　また，先行研究からは，いくつかの反省が得ら

れている。それは，動かされた図書数を数えるだ

けではその他の行動や一連の流れが分からない，

滞在の途中を見るだけでは計測値ですら正確な数

値になりえない，入館から退館まで観察しても行

動の記述を詳しくしなければ行われる行為や行動

の全体像は分からないというものである。

　そこで今回の調査では，対象者の入館入店から

退館退店までに行う行動を可能な限り詳細に観

察，記録するという方法を取った。

　ブラウジングの代表的な既存定義には，「書架

上で本の背表紙を気の向くままにながめ読みした

り，特定の目的を持たずに本を手に取って中身を

拾い読みしたりする行為」3），「関心のある資料を，

特定のものをではなく漠然と求あて，ファイル中

のレコードを通してみること」6）・　7）というものが

ある。しかし，本研究では，既存定義では定義と

して不十分であるという見地に立っているため，

まず館内・店内に入った利用者は全てブラウジン

グをするものと仮に考える。しかし，返却のみし

て退館する人と，持込資料で自習する人について

は，それぞれ返却と自習が目的であり「ブラウジ

ング」は目的としていないと考え，観察対象から

外した。ブラウジングとして行われる行動に先入

観を持たないたあに，行動については特に除外項

目は設けなかった。ここでは「返却のみまたは閲

覧席での自習が目的の利用者以外，全ての利用者

が行うのがブラウジングである」という仮定義の

下調査を進ある。

B．調査方法と手順

1．予備調査

　本調査を行う前に，二段階の予備調査を行っ
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た。一段階目は観察調査が可能であるか確かめる

たあ，二段階目は調査方法を決定するたあであ

る。

　一一段階目では慶鷹義塾図書館，某市立中央図書

館，某駅ビル内書店にて1時間半程度にわたり，

訪れる利用者を観察，記録した。この際は，自分

は動かずに書架スペースで利用者を装って待機

し，訪れる利用者を観察してノート等に記録し

た。この段階で観察が可能であると判断し，調査

方法決定のたあ次の予備調査に移った。

　二段階目の調査は本調査の調査地となった図書

館Bで行った。この時は対象者の入館から退館ま

でを追跡する形を取り，録音と館内図を用いて記

録し，記録方法を決定した。記録方法については

別途述べる。

2．調査地

a．選択基準

　図書館，書店ともに，追跡を行うのに不自由の

ない全体の広さ，利用者数蔵書規模の場所を選

択した。その他に，入口付近で待機できる場所が

あること，書架間が広く，全体の見通しが良いこ

とも条件とした。図書館については，利用者層に

偏りが出にくいよう公共図書館を対象とし，フロ

ア数が複数あり移動距離の大きい図書館は被観察

者を途中で見失うリスクが大きいたあに避けた。

　目的や環境により行動に違いが生じることも考

えられるので，図書館はOPACの有無で2館
（有：図書館A，無：図書館B），書店はビル全体が

書店である店舗（ビル型：書店C）とショッピン

グビルの1フロアに入っている店舗（フロア型：

書店D）とで2店を設定した。

　予備調査時の観察や大学図書館の利用者調査49）

によると，少なくとも大学図書館に関しては

OPACを使う利用者は多く，入館すると真っ直ぐ

にOPAC端末で調査を行い，その請求記号を基

に書架に向かう学生も多かった。そのため，

OPACの有無で利用行動に何らかの変化がある

可能性があると考え，2っのタイプの図書館で調

査を行うことにした。

　書店については特定の本を探す場合と何かのつ

いでに立ち寄る場合では行動様式に差が出ると考

え，ビル型とフロア型という立地の異なる2タイ

プを調査地とした。その中でも，特定の本を探す

利用者とついでに立ち寄る利用者がより多く現れ

るよう，ビル型の中でも規模の大きい店舗とフロ

ア型の中でも入口が特に設けられていないオープ

ンな店舗を調査地とした。

b．調査地との交渉

　実際に見た結果，調査地として適していると思

われた所には，研究の要旨と調査目的，調査概要

を明記した依頼状を持参して調査の許可をお願い

した。許可をいただけたのは図書館，書店各1カ

所で，残りの2ヵ所では，許可はできないが禁止

もしないという形での暗黙の了解の下で調査を実

行した。なお，図書館に関しては，先に1館で暗

黙の了解もできないと断られている。後者2ヵ所

とは調査地を特定できるような記述はしないよう

約束を交わしているため，この先4ヵ所全ての館

名，店名は伏せて記述していくことをお断りして

おく。

　許可をいただけた2ヵ所でも，観察者が松田本

人であるのか誰か別の者も行うのかという点につ

いては特に注意深く質問を受けた。調査の性格

上，観察者が男性であった場合許可は出しかねた

というコメントがあったことも念のたあ記してお

く。

3．記録方法

　一一人の人を館内にいる間終始観察するという調

査の性格上，紙での記録は難しいと考え，小型マ

イクとポータブルMDレコーダーを利用して記

録を行った。襟元にマイクを付け，隣に立った人

にも聞こえない程度の声で録音し，後でそれを記

録用紙（第2図参照）に起こしていく。想定され

る行動は予めコード化した（第3表）。これには

文章で喋るよりも時間がかからない，録音を聞く

際に聞き取りやすい，万が一泊観察者や周囲に聞

こえたとしても観察しているということが分かり

にくいという利点がある。

　また，参考のため，館内・店内の平面図に被観

察者の移動の軌跡を記録した。これは被観察者の
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第3表観察調査記録用コード表

基本動作 コード 定　　義

歩く（Walk） Wf 早足で歩く。すたすた歩く。

Ws ゆっくり歩く。ぶらぶら歩く。

Wn 書架・コーナー表示を見ながら歩く。

Wb 書架・棚を見ながら歩く。

止まる（StOP） Ss 一瞬足を止める。基本的に，歩く途中の動作。

Sl 止まる。停止。

見る（Look） 書架（s） Lss 書架（背表紙の並び）をざっと見る。ちらりと見る。

Lsl 書架（背表紙の並び）をじっくり，丁寧に見る。
表紙（f） Lfs 図書や雑誌の表紙，新聞の1面をざっと見る。ちらりと見る。

Lfl 図書や雑誌の表紙，新聞の1面をじっくり，丁寧に見る。
裏表紙（b） Lbs 図書や雑誌の裏表紙をざっと見る。ちらりと見る。

Lbl 図書や雑誌の裏表紙をじっくり，丁寧に見る。

平積み（w） Lws 平積みの棚，表紙を見せた書架をざっと見る。ちらりと見る。

Lwl 平積みの棚，表紙を見せた書架をじっくり，丁寧に見る。

書架表示 Ln 書架表示，コーナー表示を見る。

その他 Letc その他の物を見る。メモ，フロアマップ，時計，ポスター等。

箱や束で Llt 雑誌・新聞のバックナンバー等から（目的の物を）探す。

指をかける F 書架・棚の資料に指をかける。取り出さない。

取り出す T 書架・棚から手に取る。

開く（Open） Or 適当に開く。

Os 最初のページから開く。

01 最後のページから開く。

Ot 目的の所に見当をつけて開く。

Oc 目次から開く。

Ox 解説・あとがき等から開く。

Oi 索引から開く。

読む（Read） 目次（C） Rc1 目次をじっくり読む。

Rcp 目次を部分的に読む。

Rcr 目次を斜め読みする。目を走らせる。ざっと見る。
解説（eX） Rx1 解説をじっくり読む。

Rxp 解説を部分的に読む。

Rxr 解説を斜め読みする。目を走らせる。ざっと見る。
本文（T） Rt1 本文ページ（コミック，写真集含む）をじっと読む（見る）。

Rtp 本文ページを部分的に読む（見る）。

Rtr 本文ページを斜め読みする。目を走らせる。ざっと見る。
索引（1） Ri1 索引（目録等含む）をじっくり見る。

Rip 索引を部分的に見る。

Rir 索引を斜めに見る。ざっと見る。

ページをめくる（Page） P1 1ページめくる。

Ps 複数ページを一度にめくる。束でめくる。

Pf ページをめくり通す。

Pt 目的のページ（辺り）を開く。

Pm 指をはさんであったページを開ける。

閉じる（Close） →手に持つ Ch 閉じた後手に持つ・袋に入れる。

→戻す Cr 閉じて元の場所に戻す。

→開き直す Co 閉じて再び開く。

OPACを使う OPw OPACの画面を見る・読む。
OPp OPAC画面のページを変える。
OPe OPACに入力する。

スクロール OPs　1 画面の一番上（下）から一番下（上）ヘー気に送る。

OPss 画面をゆっくりスクロールする。確認しながらスクロールする。

OPsf 画面を素早くスクロールする。
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第4表　調査日時と調査人数

調査地
図書館A 図書館B 書店C 書店D

合計

OPACあり OPACなし ビル型 フロア型

10／25（金） 8／27（火） 10／14（祝） 10／18（金）

10／26（土） 10／12（土） 10／16（水） 10／19（土）調査日

i2002年） 10／30（水） 10／17（木）
平日6日

x日6日
11／2（土） 10／20（日）

人数 10人 10人 10人 10人 40人

移動範囲や利用した資料の形状を理解しておくこ

とで行動を理解しやすくするとともに，録音を起

こす際の記憶を助けるという働きも持つ。

4．本調査

　本調査は，2002年の8月末から11月初旬に

かけて行った。各地点での調査日時を第4表に示

す。自然な行動を見るたあに被観察者には調査に

ついて知らせず50），当人にも周囲にも不審に思わ

れないよう自分も一般的な利用者を装って観察を

遂行した。

　対象者は図書館書店共に成人を想定したが，図

書館の一般書コーナーを利用する中高生も成人と

して対象に含んでいる。幼児児童の場合は情報探

索以前に発達過程など別の問題になると考え対象

から除外した。また入場時から複数：人だった場合

も調査が行いにくいため除外した。

　対象者層に偏りが出ないよう，平日と休日で人

数が半数ずつになるように行った。当日は特に選

別することなくタイミングのみに従ってほぼ無作

為に対象者を選び，被観察者が退場すると再び入

口付近で待機して次の入場者を待つ方法を取っ

た。追跡の途中で対象者を見失った場合のデータ

は数に含めず，原則として一度退場したら追跡を

終了し，後に再立入ってきた場合でも調査を再開

することはしていない。

C．調査結果

1．調査対象

　本調査で観察の対象となったのは，各所10名

ずつで合計40名である。各所の対象者の概要は

第5表から第8表のとおりである。男女比は第9

表のとおり男性21名（全体の52．5％），女性19

名（同47．5％）とほぼ等しくなり，年齢層は第10

第5表　調査対象概要（図書館A）

調査日 時刻 年齢層 性別 滞在時間

1 17＝35～18：27 30代 女性 0：44：15

2 10／25（金） 18：39～19：05 20代 女性 0：25：40

3 19：15～20：05 60代 男性 0：50：00

4 17：23～17：39 30代 男性 0：15：45

5

10／26（土）

17：57～19：56 30代 女性 1：59：02

6 16：53～18：40 40代 女性 1：47：03

7

10／30（水）

17：50～19：41 20代 女性 1：52：25

8 15：43～15：48 30代 男性 0：04：07

9 11／2（土） 17：41～17：44 30代 男性 0：02：27

10 17：56～18：17 20代 女性 0：20：55
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第6表　調査対象概要（図書館B）

調査日 時　刻 年齢層 性別 滞在時間

1 14：44～14：57 50代 男性 0：12：39

2 15：13～15：17 50代 女性 0：04：55

3 15：24～16：10 10代 女性 0：46：20

4
8／27（火）

17：29～17：35 50代 男性 0：06：19

5 17：52～17：55 30代 女性 0：02：18

6 18：01～18：12 20代 女性 0：11：21

7 12：51～13：37 70代 男性 0：45：35

8 14：52～15：17 20代 女性 0：25：33

9

10／12（土）

15：34～16：10 20代 男性 0：36：04

10 16：20～16：27 40代 男性 0：06：40

第7表　調査対象概要（書店C）

調査日 時　刻 年齢層 性別 滞在時間

1 16：49～16：55 40代 女性 0：06：24

2

10／14（祝）

17：21～17：40 20代 男性 0：20：34

3 13：54～14：15 50代 男性 0：20：46

4 10／16（水） 14：39～14：50 20代 男性 0：10：03

5 16：48～17：14 30代 男性 0：24：51

6 17：19～17：45 20代 女性 0：25：20

7
10／17（木）

18：19～18：40 20代 男性 0：20：30

8 16：25～17：01 20代 男性 0：35：26

9 10／20（日） 19：12～19：26 30代 男性 0：15：00

10 19：32～19：55 20代 女性 0：24：38

表のとおり20代（全体の37．5％）と30代（同

30．0％）に集中した形になった。

2．観察時間

　各所の総観察時間と一人あたりの平均滞在（観

察）時間は第11表のとおりである。図書館Aで

は1時間半を超える長期滞在が3名いたために，

他の3ヵ所に比べ際立って平均時間が長くなっ

ている。書店Cでも1時間前後滞在した客が数

名いたが，きちんとしたデータを取ることができ

なかったため数字には表れていない。

3．調査地と利用傾向

　図書館2館，書店2店の間では滞在中の利用傾

向の違いが現れた。

　図書館Aでは館内の至る所に椅子が設置され，

その席数はゆうに100席を超える。そのため資料

の閲覧に座席を利用する場合が多く，滞在の長期

化につながっている。一方の図書館Bにも座席は

あり，その数は雑誌コーナーに16席，児童コー

ナーに12席，CDと旅行ガイドのコーナーに8

席，申請制の閲覧席が16席であった。図書館A

と比較すると格段に少なく，常にほとんどの席が

埋まっている状態であったため，図書の利用者が
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第8表　調査対象概要（書店D）

調査日 時　刻 年齢層 性別 滞在時間

1 14：40～15：09 30代 女性 0：27：03

2 15：50～15：54 20代 男性 0：03：53

3 10／18（金） 16：03～16：04 40代 女性 0：02：20

4 16：06～16：10 30代 女性 0：04：43

5 17：39～16：17 50代 男性 0：38：20

6 16：34～16：58 50代 男性 0：24：45

7 17時台 20代 女性 0：27：43

8 10／19（土） 18：56～19：00 30代 男性 0：03：25

9 19：02～19：15 20代 女性 0：13：24

10 19：25～19：40 30代 男性 0：15：34

第9表　男女別

単位：人

男性 女性 合計

図書館A

}書館B
早@店C
早@店D

4575 6535

10

P0

P0

P0

全体 21 19 40

座って閲覧をして長期滞在になることはなかっ

た。

　また，貸出し冊数の上限が違うことも利用形態

に違いを生じさせた。図書館Bの上限が5冊で

あるのに対し図書館Aでは30点となっているた

め，図書館Aではどんどん取って館内利用の

カートや袋に入れていくといった選び方が多く見

られた。

　さらに図書館Aでは，貸出し手続き用のカウ

ンターとは別に，必ず一人以上の職員がいる資料

相談用のカウンターが館内のほぼ中央に存在した

ことで，利用者が配架位置の確認やOPACの利

用方法などのちょっとした質問をする場面が見ら

れた。これも図書館Bではほとんど見られなかっ

た現象である。

　書店では，概してDにはすでに決まった目的の

ものを見に，Cには探しに来るというように見え

た。6フロアある書店Cには1フロアの書店D

の4倍弱の書架があるが，書店Dの対象者が足

を止あて眺めた書架数は一人あたり平均3．3カ

所，書店Cは3．9ヵ所と，ほとんど差がない。こ

れは，書店Cではふらふら歩き回るというよりも

フロアマップで場所を確認してから特定の分野の

1，2ヵ所で長い間過ごすという滞在が多く，書店

Dでは「通りすがりに見ていく」という立ち止ま

第10表　年齢層別

単位：人

年齢層 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 合計

図書館A

}書館B
早@店C
早@店D

0100 3363 5124 1111 0312 1000 0100

10

P0

P0

P0

全体 1 15 12 4 6 1 1 40
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第11表観察時間

総観察時間 平均観察時間

図書館A

}書館B
早@店C
早@店D

8：21：39

R：17：44

R：23：32

Q：41：10

0：50：10

O：19：46

O：20：21

O：16：07

全体 17：44：05 0：26：36

り方が多かったことによると思われる。また，5

分未満の短い時間で購入していく，つまりすでに

買うものが決まっていたと思われる購入方法が複

数見られたのも書店Dの特徴である。

IV．探索者の行動

A．行動パターンの存在

　概して，人によって行動パターンがある程度決

まっていると言うことができる。

　それはまず，目次や文庫本の解説など内容の手

がかりとして何を利用するかに顕著であった。例

えば，ある人は文庫本を何事も手に取ったが1冊

も開いて中を確認しなかった代わりに裏表紙の解

説を必ず読んで判断していった。別のある人は目

次に指を挟んで何度も参照し，目的のページを確

認している。さらに別の人は毎回必ず時間をかけ

て目次を確認し，目次のみで本文を確認せずに書

架に戻した本も数多かった。

　また，ページのめくり方や読み途中の動作にも

人により一定のパターンがあるように思われた。

概して1秒に1度以上の速いスピードでページ

を繰る，同じ本を（何度も）開き直して別のとこ

ろがら読み始める，読み途中で書架を見る，毎回

初あのページから開く，逆に毎回初めでなく適当

に真中辺りから開く，コミックを手に取って開い

たや否やどんどん抱えていく等の動作が同じ人に

ついて何度も確認された。

　どの場所を確認するかということも個人の行動

パターンの一つであるようだ。行き先に迷う様子

もなく真っ直ぐ雑誌コーナーに向かって同種の数

回を確認して帰った人，入ると真っ直ぐ一般書の

新着コーナーへ向かい，そこを見終わると児童書

の新着を確認してそのまま帰った人の行動を見る

限り，彼らは彼らが訪れたそこをチェックするの

が習慣なのであろうと推測することもできる。

B．書架

　観察結果を行動と対象地で表にまとあたのが第

12表である。

a．じっくり見る

　書架を1段1段，あるいは1冊1冊をじっく

りと見るという動作は40名のうち11名で見ら

れた。

　図書館Aで1名なのに対し図書館Bでは6名

だったということは，図書館AでOPACが使用

できたことと関連があるように思われる。実際，

図書館Aでは10人中5人がOPACを利用して
いる。

　書架を丁寧に確認した被験者にはある程度の目

的があったと考えられる。特に「…に関するもの

はないか」という目的がないのであれば見逃さな

いように1冊1冊を確認するような見方をする

必要がなく，「目に飛び込んでくる何か」の期待だ

けしながらざっと見ればよいはずだからだ。

　特定の区間を全冊見る行為は，明らかに探索の

目的があることを示している。目的はあるが全冊

手に取って見るという方法は手当たり次第，しら

みつぶし的な方法で，効率的とは言い難い。この

行動を行った被験者は全冊の目次を見て標題だけ

では分からない内容を確認し，さらに全冊見終

わった後にOPACを使用して，書架で探して見

つからなかった「読みたい部分」が今「ない」こ

とを確認している。

b．途中で見る

　書架から1冊を手に取った後，もしくは手に

取った資料を読んでいる途中で書架を見る行動は

8人（直中では前と途中に分けてのべ11人）が

行っていた。

　いずれの場合も自分が手に取ったものが本当に

自分の求めているものであるという確信に欠け，

まだほかにこれよりも良い何かがあるのではない

かという期待，あるいは不安や疑いがある状態の

表れであると考えられる。
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第12表観察結果（行動）

単位：人

図書館 書店
合計 注・備考

A B C D
1段1段じっくり見る 1 6 3 1 11

書架から取り出すが開かないで戻す 1 2＊ 2 3 8 ＊裏表紙の解説を読む
書架から取り出し，開かないで借りる 1 1

中を一理見ただけで判断 2 2

手に取った後・開く前にまた書架を見る 1 4 1 1 7
読み途中で書架を見る 2 2 4

書架 一度戻した本・CDを再び取る 1 2 1 1 5

一度来たコーナーに何度も来る・同じ所を行き来する 1 2 3

館内の全書架を見る 1 1

特定の区域を全冊見る 1 1

特定の雑誌のスペースでかきわけて探す 1 1

平積みを見て足を止める 1 0 3 1 5

平積みのまま開いてぱらぱら見て止める 1 1

目録 書架を探してから／眺めてから見る 1 3 1 5

OPACを使う 5 ｝ 0 一 5
入館してすぐに使う 1

一 ｝
1

OPAC・検
�p端末

歩き回った後に使う

i特定の何かを）探した後に使う

ｷい時間をかける

421

＝一 ＝一
421

OPACのメモを元に探す 2 一 一 2
二度以上使う 2 一 一 2

表紙が見える程度に引き出して戻す 2 2 4
表紙 表紙を見て戻す 1 3 1 2＊ 7 ＊雑誌含む

戻す前に表紙を確認 1 3 3 7

目次を参照して目的のページを見る 1 1 1 3 6

何度も参照する 1 1 2

目次 目次を見て本文を見るのを止める 1 1 2

必ず目次を見る 1 1

本文を見た後目次を見る 2 2

解説 裏表紙の解説を読む（文庫本） 1 2 3

開く
適当に開いて飛ばしながら見る

K当に開いてから初めを開き直す

21 33 61 52 16

V

かなり長く読むが最初から読むわけではない 2 2

長く読むが途中を飛ばす 3 2 1 6

1秒に1回以上めくるような速さ 3 2 5 6 16
読む 読み途中で表紙／裏表紙を見る 1 1

同じ本を開き直して違うところから見る 1 4 3 4 12
何度もめくり通して違うところを見る 2 2 4
同じ種類の本をいくっも読む 2 1 3

目的地がはっきりしているときは脇見をしない 1 1 1 2 5
歩く 目的以外見ない・立ち寄らない 1 2 3

通り過ぎようとして何かを見て足を止める 1 2 1 4

店員に聞く 2＊ 1 1 ＊データ無1名含む
メモを元に請求 1 1

購入・貸出 何冊も見るが借りずに帰る 3 3

中身を見ないで買う 4 4
メモだけして買わずに帰る 1 1 2
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。．繰り返し

　同様に，一度戻した資料を再び取るという行為

も自分の判断に自信がないことの表れであろう。

この場合は，戻した資料が本当に自分にとって利

用する必要のないものであるのかという自信のな

さであり，再度確認せずにはいられないのではな

いかと考えられる。

　一度来たコーナーに再度来る，行き来するのも

同様であろう。

d．平積み

　平積みあるいは表紙を見せた棚の資料に足を止

あた人は5臨いた。図書館Bでは見られなかっ

たが，これは図書館Bではそのような配架あるい

は展示が行われているのが雑誌のみであり，他の

調査地に比べ圧倒的に少なかったからと考えられ

る。

　平積みのまま開いてぱらぱらと見て，そのまま

閉じてしまうという行動が一人であったが観察さ

れた。目的があって探しているのではない場合，

背表紙よりも表紙を見せた配架の方が目を惹くの

はほぼ確かである。目を惹いたので素通りするに

は気が引けて確認してみるものの，もともとその

時偶然気になっただけであるたあ手に取ることま

ではせず，その場で開いてどんなものか分かる程

度に見た後はすぐに閉じてしまったのだと考えら

れる。

C．資料

a．資料を開かない

　書架から取り出した資料を開かないで戻した人

は，文庫の裏表紙の解説で判断していた2名を除

いて6名見られた。そのうち3名は取り出した後

表紙を見て戻している。

　これは，取り出した時点ではそれが絶対に必要

と分かっていたものではなく，中を見る等して判

断しようという考えの表れであり，目的としての

特定度は低かったと考えられる。中も見ずに戻し

たということは，表紙装丁を見て「これは自分を

惹きつけない」という勘がはたらいたか，好みに

合わなさそうである，自分が想像したものとテイ

ストが違うようだと感じて中を見るまでもないと

判断したと考えられる。

　しかし3名中2名が手に取ったものは，もとも

と表紙が見えた状態で配架してあった図書と雑誌

である。雑誌の方は棚にあった状態では見づら

かった表紙の内容見出しを見た結果と考えること

ができる。図書についても，遠目に良いと思った

ものが近くで細かい部分まで見てみるとそうでは

なかったということだったと考えられる。いずれ

にしても，手に取ってから戻すまで約3秒であ

り，その判断は瞬間的に行われているということ

が分かる。

　逆に，書架から取り出し，開かないで借りた人

もいた。この行動を取った被験者が借りたのはコ

ミックであったが，1巻をすでに読んでいて2巻

を借りるというような続き物の場合を含め，中身

を確認する必要がないということはあらかじあ目

的として特定されていたと考えられる。

b．高速なページめくり

　1秒に1回以上のページめくりも，明らかに内

容を確認することが不可能な速さである。しかし

それでもその途中でページを繰るのを止めて読み

始める人が実際にいることを考えると，この速さ

でも探索者に何かを感じさせるものがあるとしか

考えられない。探索者の立場から見れば，自分に

必要なものがあればこの速さでも目に飛び込んで

くるだろう，見つけることができるだろうという

期待があると考えられる。

c．適当に開く

　従来から「ブラウジング」のイメージとして考

えられていた，適当に開いて飛ばしながら見ると

いう行動は16人に見られ，観察中震もよく見ら

れた行動のうちの一つである。

　適当に開いて読み始めたものの初めを開き直し

て読む行為は，予想以上にその本に興味を惹かれ

たことを示していると思われる。初めは期待度が

低いため適当に開き始めて適当に読み始めるが，

意外に興味深かったために初あからきちんと見て

みようという気持ちになるのかもしれない。

　いずれも，適当に開くということは初あからき

ちんと見るほど興味度あるいは特定度が高いわけ

ではなく，漠然と中身に興味がある状態であると
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ブラウジングとは何か

A．観察結果のまとめ

1．観察結果の分類：

　今回の観察調査では，対象行動には特に例外を

設けず調査対象とした。そのため，観察中に行わ

れた行動のうち，全てがブラウジングであるとは

いうことが出来ない部分がある。

　先行研究の調査2），用例の調査1）の結果と仮定義

からブラウジングの特徴と言えるものを7点挙

げ，観察調査で得られた行動と照らし合わせたの

が第13表である。7点とは，①情報要求に曖昧さ

がある②利用できる感覚全てが用いられる③（身

体または視線が）広範に移動する④必要な物を選

び取る⑤何らかの基準がある⑥対象全てを丁寧に

見ることはしない⑦偶然性がある，の7点であ

る。すでに挙げたブラウジングの特徴と今回の観

察結果を対照させることで，先行研究あるいは文

中での用例と実際の行為が一致するか否かを確認

するのがねらいである。また，ここでの対照はあ

くまで観察結果から言えることのみで対照させた

ものであり，観察だけでは分からない探索者の目

的などは反映されていない。

　①情報要求に曖昧さがあるとは，探索の対象が

不明確である，または探索手段が不明瞭であるな

ど，情報要求に関して何らかの曖昧さがあるとい

う意味である。②利用できる感覚全てが用いられ

るとは，その都度常に全感覚が用いられるという

意味ではない。これは，ブラウジングに際し，視

覚だけでなく嗅覚，触覚，直感も用いられうると

いう意味である。④必要な物を選び取るとは，多

くのものの中から一部の必要なもののみを選び取

るという意味である。⑤何らかの基準があると

は，選び取る際に探索者にとっての基準をもって

選び取っているという意味である。⑦偶然性があ

るとは，選び取るべき何かとの遭遇の際に何らか

の偶然性が関わっているという意味である。

　以下，browsingの原義に該当する②～⑤を中

核的ブラウジングの要素とし，これら全てに該当

する行為を，その要件を満たすとして，中核的ブ

ラウジングであると考える。そして，中核的ブラ

ウジングには当たらないが，中核的ブラウジング

の要素のほとんどと①，⑥，⑦の要素全てに該当

するものを，現在のブラウジングの用例の実態か

ら「ブラウジングである」と認められると考え，

広義のブラウジングとする。広義のブラウジング

は中核的ブラウジングを内包する。

　書架を1段1段じっくりと確認していく行為

は中核的ブラウジングと言うことができる。この

行動は書架の各部分を丁寧に見ていると言うこと

もできるが，図書の全体を丁寧に見ているわけで

はないという意味で，⑥対象全てを丁寧に見るこ

とはしないという点については該当するともしな

いとも言い切れない。そして1段1段を丁寧に見

るという行動が偶然性による不確かさをつぶして

いると考えられる。しかし，中核的ブラウジング

の各要素全てに該当するため中核的ブラウジング

と考えることができる。

　手にした資料を開かずに判断するというのはブ

ラウジングとは言えない。③広範に移動するとい

う要素が見られず，中核的ブラウジングの要件を

満たさないからである。情報要求の曖昧さについ

て該当するとは言い切れないのには，二通りの状

況が考えられるからである。1っ目は初めからそ

の本を使用すると分かっている場合である。この

場合は初めから対象が明確であり，曖昧さがある

とは言い難い。既に中身を見て決定した本の続き

巻である場合も同様である。2っ目は，その本を

手にした瞬間にその本を利用すると直感的に判断

した場合である。この場合は感覚と偶然性に頼っ

た判断となる。いずれにしてもブラウジングとは

言い難いが，書架前で頻繁に見られる行為として

挙げることができる。

　特定の区間を全冊見る行為は先述のとおり，明

確な目的はあるが探索方法が明確でない状態と考

えられる。これは0’Connor40）の“gazing”であ

り，Chang35）らの「探索経路」と「探索内容」に

ついての知識はあるが「正確な場所」がない状態

である。Changらはこれをブラウジングに含め

ており，0℃onnorはbrowsingとgazingの区
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　情報探索におけるブラウジング行動

第13表　文献・用例調査での要素と観察結果の対照

⑦偶然性がある 中核的ブ言ジグ 広義㊧言ヨグ

1段1段じっくり見る ○ ○ ○ ○ ○ △ × ◎ ◎

開かないで決める △ ○ × ○ ○ ○ △

一度来たコーナーに何度も来る・同じ所を行き来する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

館内の全書架を見る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

特定の区域を全冊見る ○ ○ ○ ○ ○ △ × ◎ ◎
書架

平積みを見て足を止める ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

平積みのまま開いて見る ○ ○ 一 ○ ○ ○ ○ ◎

雑誌をかきわけて探す ○ ○ ○ ○ ○ △ × ◎ ◎

向きを変えて見ていた書架と反対の書架を見る ○ ○ ○ ○ ○ 一 ○ ◎ ◎

新着を見る ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ◎

目録 書架を探してから／眺めてから見る ○ × × × ○ 一
×

入館してすぐに使う △ △ △ △ ○ △ △

OPAC OPACのメモを元に探す ○ × ○ ○ ○ ○ ×

結果表示画面をすばやくスクロールする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

目次を参照して目的のページを見る ○ × × × ○ ○ 一

何度も参照する ○ × × × ○ ○ 一
目次

目次を見て本文を見るのを止める ○ △ × ○ ○ ○ 一

本文を見た後目次を見る ○ ○ × × ○ 一 一

解説 裏表紙の解説を読む（文庫本） ○ △ △ × △ ○ ×

長く読むが途中を飛ばす ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

1秒に1回以上めくるような速さ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

同じ本を開き直して違うところから見る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

読む 何度もめくり通して違うところを見る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

飛ばし読み，斜め読み ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

同じ種類の本をいくっも読む ○ ○ ○ ○ ○ 一 ○ ◎ ◎

話しながら見る ○ ○ 一 一 ○ ○ ○ ◎

脇見をしない，立ち寄らない × × ○ ×
一 ○ ×

歩く 見回しながら歩く ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

っいでに立ち寄る ○ ○ ○ 一 ○ ○ ○ ◎

係員に聞く × × × × ○ ○ ×

他
メモを元に請求 × × × × ○ ○ ×

＊　中核的ブラウジングの要素
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別をしている。両者にこのような違いがあるが，

今回の判断基準に照らすと中核的ブラウジングの

要件を満たすため，ブラウジングであると考えら

れる。

　平積みを見て足を止めるのは中核的ブラウジン

グと言える。足を止あた被観察者には，書架を見

ながら歩いていた人も書架を見ていなかったのに

立ち止まった人もいた。いずれにしても探す意思

を持って真剣に探していたわけではなく，まさに

視界に飛び込んできたものに惹かれて足を止めた

のである。これはserendipity51）の現象でもあ

る。

　1タイトルの雑誌をかきわけて探す行為は中核

的ブラウジングと言える。この場合，数ある雑誌

の中から1タイトルを選んでいる時点で興味の

ある分野があるということは明確である。しかし

その中のどの巻のどの記事に興味があるかという

ところまでは分かっておらず，つまり対象が不明

瞭であるたあこのような探し方になったと考えら

れる。これはまさに多くの中から必要な物を選び

取る行為であり，手に取らずケースの中でかきわ

けて探すという方法は全てを丁寧に見ていないと

いう項目に該当する。

　目次の利用はブラウジングとは言えない。どの

ような場合でも③広範の移動には該当しない。ま

た，目次の参照は感覚よりも知識あるいは情報と

の対照にあたるものと考えられる。ただし，目次

を見た感触で本の難易度などの様子を感じ取ると

いうことは考えられる。そして目次を見て本文を

見るのを止ある場合以外は④必要なものを選び取

るという要素にも該当しない。

　解説を読むことはブラウジングとは言えない。

解説を読む時点でその内容について不明瞭な点が

あることを示していると考えられる。しかし，以

下の中核的ブラウジングの要件には該当するとは

言えない。②感覚の利用に関しては，ページを開

かずには分からない「活字の感じ」などをつかむ

場合には該当すると考えられ1また読解するとい

う場合には該当しないと考えられる。③広範の移

動については，解説を読む際の読み方に依存す

る。④多くのものの中から必要なものを選び取る

という要素については該当しないと考えられる。

それは，解説から得られる情報は，どんなもので

あれ，多くのものの中から選ぶという視点ではな

くその図書1点を利用するか否かの判断材料で

あると考えられるからである。

　読み途中での開き直し（第2図）やあくり通し

は中核的ブラウジングである。これはまた新しい

場所を見てみるための偶然への依拠と考えられ

る。もし明確な目的があるのならばその場所だけ

確認すればよいのだから，この行動は目的がない

か不明確な場合の行動と考えられる。飛ばしなが

ら中を確認することは，全てを丁寧には見ないと

いうことに等しい。

　同種の本や雑誌を何冊も見ることは，中核的ブ

ラウジングであると考えられる。この場合，対象

が明確だから尉面かを見てそれに関する情報を集

めているのか，対象が不明確だから何心か見て

回っているのかの判断を外からするのは難しい。

しかし，どの本のどの部分に必要なものがあると

分かっている状態ではない点で曖昧さがある。か

っ，意識の有無にかかわらず何らかの情報収集が

目的と考えられ，資料の中から必要な部分を選び

取る行為である。この見て回るものが新着，特に

定期刊行物の場合，この行動は新しい情報につい

ていくための行動として知られる新着のチェック

に当たる。

　誰かと話しながら一緒に本を見る行為は，それ

だけでは③広範の移動や④必要なものの選取につ

いて判断できず，中核的ブラウジングとは言い難

い。しかし，その他の項目には該当し，広義のブ

ラウジングと考えることができる。これは先行研

究でブラウジングとして挙げられているイン

フォーマルコミュニケーションや打ち合わせなど

の例に類似する　（第1表参照）。意図的であるか

ないかにかかわらず，同じ物を見ながらの自分と

異なる意見，発見が期待される行為である。

　辺りを見回しながら歩くのは中核的ブラウジン

グであると考えられる。通りかかったついでに書

架を見るという行為は，それだけでは④必要な物

を選び取るという要素について判断できないが，

広義のブラウジングであると考えられる。両者と
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情報探索におけるブラウジング行動
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も，探索対象も方略も，おそらく意図も不明確で

曖昧である。移動しながらであるため，そこにあ

るそれぞれを丁寧に見ることはない。意図せず歩

いている場合には，その場所を通りかかったこと

も偶然の産物である。しかし同じ歩くという行為

でも，脇見をすることもなく真っ直ぐ前を向いて

目的地だけを目指すような歩き方の場合はブラウ

ジングを行っているということはできない。

　OPACや目録の利用は，原則としてはブラウジ

ングに当たらない。それらの利用自体が探索手段

があることを示し，かっ対象に関してツールを利

用できるだけの知識または情報があることも示す

ためである。しかし，今回調査を行った図書館A

のOPACでは地域資料と雑誌，新着資料は「歴

史」「趣味」など，提示された言葉から選ぶ検索が

可能であった。このように自分で検索式を入力す

るのではない場合は，見えている選択肢から手が

かりを得て探索を行うことも可能になる。こうな

るとブラウジングであると言うことができる場合

も考えられる。
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また，どのような場合でも画面を高速でスクロー

ルする，大量の検索結果の中から選ぶという作業

はブラウジングに当たる。

　OPACでの検索結果のメモを見ながら書架を

歩く場合はブラウジングとは言い難い。その図書

館に精通していて配架場所がすぐに分かる場合や

場所を尋ねた場合はもちろん，歩きながら自力で

探し出そうとする場合にも，感覚というよりも情

報や知識が用いられると考えられるためである。

2．発見

　今回の観察調査から，今までに唱えられていな

い点がいくつか分かった。以下に順に示す。

a．資料の種類による享受方法の違い

　利用する資料の種類によってその内容の享受の

方法は異なる。

　これまでブラウジングの対象として考えられて

こなかった写真集，コミックなどでは一画長く

て十数秒でページをめくる場合が多い。この速さ

は一般書ならば「飛ばし読み」，「斜め読み」，「拾

い読み」でなければなしえない速さであり，従来

の定義から言えば「ブラウジング」と呼ばれる速

さである。しかし，一般書や雑誌など文章のある

ものはある程度読む時間がかかるが，写真集や画

集のようにほとんど文章のない本や，コミックや

絵本のように文字がそれほど長くない本であれば

その程度でも内容を十分に享受できてしまう。こ

のことは，従来の「読む」と「ブラウジング」の

中間とも言うべき読書形態が存在することを示し

ている。

　また，新聞雑誌も図書とは異なった享受形態が

ある。新聞にも雑誌にも記事内容を示す見出しが

あり，それを見るだけでもどんな内容があるの

か，時にはどんなできごとがあったのかまで推測

することができる。特に雑誌の場合それが表紙に

あるために，それが目次のような役割を果たし，

開かなくとも内容について大体の判断が可能であ

る。新聞の場合見出しを追うだけという読み方も

考えられるが，本文を拾い読みする「ブラウジン

グ」とはやや異なるものである。

b．通り過ぎようとして目を留める

　通り過ぎようとしてあるものの前で足を止ある

という行動も何度か見ることがあった。ある対象

者は，OPACのメモに従って訪れた書架で目的の

本を見た後，そのコーナーを出ようとしたところ

で足を止あた。彼女は表紙見せの棚にある本を

取ってその場で2分ほど3ページを読み，その続

き3ページをぱらぱらと見て確認すると，近くの

椅子に座って11分ほど続きを読んでいった。そ

れは絵本であったが，途中2回飛ばしたページは

あったものの，1ページに平均24秒をかけて

じっくり眺あていた様子であった。目の端に飛び

込んだその絵本は彼女の興味に十分応えるもので

あったと考えられる。別の対象者は，その直前ま

で5分ほどいたコーナーを去ってエスカレー

ターに向かおうとしていたところで何かを見つ

け，立ち止まってその場で約10秒書架を泊めに

眺めた後，その書架の前まで歩いている。結局，

30秒ほど眺めただけで彼はそこでは何も手に取

らなかったが，彼にわざわざ書架まで歩かせるだ

けの何かが彼の目に飛び込んできたことはほぼ間

違いないだろう。

　このように，歩いて通り過ぎそうになったとき

にふと全く予測していなかった方面にある何かに

気付くということもブラウジングのもたらす結果

の一つである。

　また，歩いて通り過ぎるだけでなく，ページを

繰っている最中にも似たようなことは起こる。そ

れまで10秒程度で数回ページをめくっていた被

観察者と，約1分にわたり約2秒おきにページを

δ6くっていた別の被観察者は，何かに気付いて

ページを戻ると，そこから長めに読み始めた。こ

れも気付かずに通り過ぎていてもおかしくなかっ

た状況である。

　いずれの場合もそれまでの移動の速度を考える

と気付かずに通り過ぎる方が普通と言えるくらい

の状況であったが，彼らは自分の興味のある何か

に気付き，通り過ぎずに立ち止まり，確認するこ

とができている。このような幸運な偶然が度々起

こることがブラウジングが好まれる一因であるよ

うに思われる。
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c．判断基準

　何冊も手に取って調べるが1冊も借りずに帰

るという人がいる。書店ならば代金を払わねばな

らないたあ判断が厳しくなるのは想像しやすい

が，図書館の利用者にも判断基準40）があることが

分かる。その基準が明文化できるようなものかど

うかは今回の調査では分からなかったが，少なく

とも見れば必要か否か判断できるだけの基準が実

際に存在していることはほぼ確かあられたと言っ

てよかろう。

情報探索におけるブラウジング行動

　　　　　　　　わることもあろう。しかしまた，図書館や書店を

B．文献・用例調査結果との比較

1．対象

　文献・用例両調査でのブラウジングの対象はほ

ぼ全てと言うことができるほど広範だった1）・2）が，

観察調査でのブラウジングの対象は当然図書館と

書店の中にあるものに限られる。

　書架，図書館そのもの，図書，雑誌，新聞，

OPAC画面，　CDジャケット，店内のポスターや

ビデオ画面，フロアマップが観察調査で確認でき

た対象である。図書館そのものについては図書館

Aが開館直後であったたあ様子を見にきたと思

われる対象者が2適いた。フロアマップはそのフ

ロアについての知識が不十分で全体構造を知るた

めに見ると考えられ，これもブラウジングに含ま

れる。

2．目的

　目的はあるが曖昧であると見受けられる人が多

かった。1ヵ所に長くいる場合はその分野に興味

がある，もしくはその分野の中で何かを探してい

ると考えられる。その他は，楽しみのたあ（話し

ながら二人で本を見た），場所について知るため

（開館直後の図書館の様子見），あるものについて

の知識・情報を得るため，新しい情報の入手，暇

つぶし・なんとなくという目的での滞在であると

見られた。

　長く滞在した対象者については，滞在の間に何

ヵ所かを移動して目的が変わっていったと見られ

たこともあった。目的の一・時性という点で，1カ

所での探索でもその過程で情報を得るにつれて変

訪れる目的が一つとは限らないということも確か

められた。

　目的に関してはほぼ先行研究での定義の目的と

・一vする。書店に関しては図書館的要素と一般商

店の要素の両方を持ち合わせているのが興味深

い。

3．計画性

　今回の調査では一人にっき1回の探索を見た

だけであるため，習慣についてはあまり多くのこ

とは分からなかった。しかし，迷わず新着や雑誌，

新聞のコーナーに進むという行動などは習慣的行

動であると考えられた。

　計画性よりも顕著に見られたのが偶然性への依

拠である。これについては，今回調査した範囲で

は日本図書館学会3）が一言述べているのみで，他

に触れている文献はない。偶然性に依拠すると

言ってもただ受動的に偶然が訪れるのを待つだけ

ではなく，本を何度も開き直す，あくり通すとい

う動作を行うことで「偶然開いたページ」を積極

的に作り出していることが分かっている。

4．手法

　手法の有無の判断は，見ているだけでは難し

い。一見行き当たりばったりに行っているように

見える行動でも，本人がそれを計画して行ってい

ないとは限らない。

　目的はあるものの特別に探索計画がなかったと

思われるのは，ある作家の文庫を全冊確認した，

書架をじっくり眺めたという行為である。目的が

ないためにいつもの過程をたどったと思われるの

は新着図書のチェックと新刊雑誌のチェックであ

るが，普段の行動も見ない限りこれが習慣的行動

とは判断しきれない。

5．動き

　拙稿1）・　2）で挙げた動きと観察調査で実際に見ら

れた動きを対照させたものが第14表である。

　「じっくり見る」は書架や雑誌表紙を対象に，

「ちらりと見る」は資料の中身，歩き途中や読み途
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第14表　文献・用例調査での要素と観察結果の対照（動き）

文献 用例 観察

目の動き じっくり見る ○

ざっと目を通す ○ ○ ○

一覧する ○ ○

一瞥する ○ ○ ○

手の動き 手に取る ○ ○

ぱらぱらめくる ○ ○ ○

速くめくる ○

めくり通す ○

手を止める ○

体の動き 資料にさらす ○ ○

ぶらぶら歩く ○ ○

動きまわる ○ ○

歩きながら見る ○ ○

あちこち見る ○ ○

足を止める ○

調べる 探索する ○

素早く調べる ○

漠然と探す ○ ○

注意深く調べる ○ ○

内容把握 ○ ○

方法を明確にしない検索 ○ ○

目的の情報を探す ○ ○

見ながら探す・選ぶ ○ ○

見っける 偶然発見する ○ ○

目の端で見つける ○

面白そうな物を拾う ○ ○

役立ちそうな物を拾う ○ ○

文献 用例 観察

読む 読み漁る ○ ○

拾い読みする ○ ○ ○

試し読み ○ ○

軽読書 ○ ○

新着チェック ○ ○

話す 会議に出席する ○

会話する ○ ○ ○

休憩する ○

食べる 食い取る ○

感覚 においをかぐ ○

聴く ○

動詞 審査する ○

評価する ○

選択する ○ ○

高速で走査 ○

見直し・復習 ○

手がかりを得る ○

視野を広げる ○

想を練る ○

形容 迅速ではない ○ ○

繰り返しの動き ○ ○

連続的な動き ○ ○

配置で判断 ○

構造から判断 ○

空間的アクセス ○

中での書架の一瞥表紙，裏表紙，平積みの棚な

どを対象に行われた。ふと気付く，「目の端で見っ

ける」，「偶然に見っける」は平積みや店内のボス

ター，ビデオ画面など，店内で人目を惹くように

工夫されたものでよく行われた。「速くあくる」，

「めくり通す」は，これまで言われてきた「ばらば

らめくる」1）・　5）よりももっと速いページめくりが

実際に行われていたことを示す。「あちこち見

る」，見回すといった行為は店内に入ってやや広

い所に出たとき，新しい階に出たとき，OPACの

メモをもとに配架場所を探すときなどに見られ

た。
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C．ブラウジングの類型化

1．先行研究での分類

a．海野の分類（1987）20）

情報探索におけるブラウジング行動

海野はブラウジングを対象別に5種類に分類

した。

（2）特定の主題ないしテーマに何らかの関係の

　　ある情報を何でもよいから求めようとする

　　ブラウジング

（3）特定の主題ないしテーマそのものの情報を

　　求めようとするブラゥジング

（1）資料のコレクションに対するブラウジング

（2）1次資料の内容に対するブラウジング

（3）2次資料の内容に対するブラウジング

（4）オンライン検索システムにおける検索結果

　　に対するブラウジング

（5）オンライン検索システムにおける索引語に

　　対するブラウジング

　“1冊の図書の内容に対するブラウジングと図

書のコレクションに対するブラウジングは，基本

的に区別したほうがよい”という主張による分類

であるが，観察調査の結果を考えるとこの分類は

不足であることが分かる。

　「2次資料の内容に対するブラウジング」は書

誌，索引誌の内容，抄録誌の内容，蔵書目録カー

ドなどを対象としている。対象を区別している

が，情報の組織者により指定されたアクセスポイ

ントに従って配列されたものを見るという意味で

は書架のブラウジングと同じであり，媒体が違う

ことによる動きの違いが生まれるだけである。実

際，二次資料に対するブラウジングは，カード目

録のある図書館Bの予備調査でしか見られな

かった。そのカード目録を探すことは雑誌のかき

わけや目次の参照，OPACでの検索と動きを同じ

くする。しかも海野本人が“このカテゴリーと第

2のカテゴリーの中間的なカテゴリーとして，図

書や雑誌の目次に対するブラウジングが言及され

る場合もある”と述べているように，目次や雑誌

の表紙，新聞の見出しなどを対象に行われるブラ

ゥジングが該当する項目がないのも弱点である。

　また海野は目的別に3つの分類も提唱してい
る。

（1）一般的に興味のある情報，有用な情報を何

　　でも良いから求めようとするブラウジング

　（2）と（3）の違いは「あるテーマに関する情報」

と「どんなテーマがあるかという情報」の違いで

あり，（1）がそれ以外ということになる。この（1）

の分類は漠然としすぎており，具体的にどのよう

な行動が当てはまるのか推測するのが難しい。ま

た，この分類に従うとブラウジングには必ず顕在

的に目的があるということにもなり，全てのブラ

ゥジングを分類するには無理がある。

b．Aptedの分類（1971）48）

　Aptedは情報要求の特定性の程度によって（1）

“General　browsing（一般的なブラウジング）”，

（2）“General　purposive　browsing（一般的で目

的のあるブラウジング）”，（3）“Specific　brows－

ing（特別の目的を持つブラウジング）”の3っに

分類をしている。

　順に“買うものや借りる物を決めるたあに図書

を漫然と見渡す行為”，“不特定だが何か有用な情

報を発見することを期待して，計画的に，または

無計画に資料を探す行為”，“はっきりした探索方

略をもたないままに，ツールを使って情報を求め

る行為”とされているが，これも偶然なされるブ

ラウジングや顕在的には全く目的意識のない「な

んとなく」行われるブラウジングを分類するとこ

ろがない。ブラウジングの対象を図書館の中にあ

る情報源に実質限定しているのも問題である。

　また，「図書を漫然と」としているが，今回の観

察結果からはその決定にも何らかの基準があり漫

然とは言い切れないことが既に示されている。期

待も，ブラウジングが行われている限り常に抱か

れているものである。また，はっきりした探索方

略のないままツールを使うというのも不自然であ

ることが観察の結果から分かる。

c．Celoriaの例示（1968）53）

　CelQriaは，研究者が研究の過程で行うブラウ

ジングとして目的別に7つの例を示している。7
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っの例は（1）何かを調べるついでに近くにある別

のものに目をやる，（2）楽しみのたあに資料を眺

ある，（3）ある資料の大よその内容を知るために

ざっと目を通す，（4）偶然出あったあるテーマに

関する資料を少し見てみる，（5）ある事柄につい

て知るために，関連する複数の資料に目を通す，

（6）最新の情報を得るたあに，新しい資料に定期

的に目を通す，（7）自分の研究に示唆を与えるよ

うな情報を発見するために，他分野の資料に定期

的に目を通す，である。ブラウジングの多様さを

示すには良い例である。しかし，分類というには

尺度がなく，例示にとどまっている。

d．Hernerの分類（1970）ll）

　Hernerは4種にブラウジングを分類してい

る。その内容は（1）特定の探索目標はあるが方策

の不明なブラウジング，（2）特定の探索目標を持

たず漠然としたブラウジング，（3）探索のプロセ

スがパターン化されたブラウジング，（4）新着や

期間展示のような最大限目立っように展示された

ものでのブラウジングの4種である。目的のない

ブラウジングと，ブラウジングが行われるように

言わば仕組まれた場でのブラウジングを取扱って

いる点で重要である。しかし，（2）で「漠然と」と

一括りにしている点や（1）～（4）が同じ線上に乗っ

ていない点など，これだけでもまだ不足である。

2．ブラウジングの類型化

　以上のような先行研究での分類の反省点と今回

の調査結果を踏まえて，以下に目的による類型を

提案する。他の視点からの類型化も検討したが，

今回の調査結果を網羅できるものは考案できな

かった。

　目的の特定度のレベルにより，ブラウジングを

以下の5っに分類する（第3図）。また，この分類

と観察結果を第15表にまとめたが，今回の調査

は観察のみで探索者の目的までは正確に分からな

いたあ，同じ行動が複数の分類に含まれている部

分もある。

（1）所在特定のためのブラウジング

　これは，対象は明らかになっているがそれがど

こにあるのか分からないたあに行われるブラウジ

　　所在特定のための　テーマを見つける　　偶然発生の
　　　ブラウジング　　ためのブラウジング　ブラウジング

響←4一一卜一一一トー」一→響
　　　　　　テーマのある　　期待のみによる
　　　　　　ブラウジング　　　ブラウジング

　第3図　目的特定度によるブラウジングの類型

ングについての類型である。対象の形状や方略の

有無は問わない。例えば，特定の1冊が図書館の

どこにあるのかが分からずに歩き回る，ある事項

に関する言及が論文のどこに書かれているのか分

からない，書架の特定の部分にあるはずの特定の

1冊が見つからずじっくりと書架を見る，といっ

た状況が考えられる。

　（2）テーマのあるブラウジング

　これは，「～について」，「～という条件」という

テーマがある場合に行われるブラウジングについ

ての類型である。ここでも対象の形状は問わな

い。例えば，ルネサンス期の西洋絵画についての

本を探す，スピノザの思想について何冊かの本で

該当部分を探す，偶然見つけた花の名前を調べ

る，福澤諭吉の書いた本のうちどれを読もうかと

手に取って選ぶ，図書や雑誌新聞の内容を知るた

めに目次や見出しを読んだり本文を拾い読みした

りする，新しい図書館の構造を知るために館内を

一周前るといった状況が考えられる。

　（3）テーマを見つけるたあのブラウジング

　2では既にテーマが決まっていた場合のブラウ

ジングを扱ったが，今度はテーマを何にするか決

めるためのブラウジングである。テーマの大小も

方法も問わず，例えば，世界史のレポートのテー

マを決めるために歴史書のコーナーを見て歩く，

新しく出す写真集の被写体を決あるたあに多くの

写真集の中身を見たり街を歩いたりする，今晩の

献立を考えるたあに料理の本を見る，などといっ

た状況が考えられる。

　（4）期待と不安のみによるブラウジング

　特定の資料を探すわけでもテーマを見つけるた

めでもなく，特に目的のないブラウジングであ

る。既に見たように，ブラウジングは常に期待を

抱きながら行われるものである。しかしこれは，

「これに関する本はあるかな」という類の期待で

はなく，暇つぶしや気晴らし，偶然書店の前を通
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第15表　目的特定度によるブラウジングの類型と調査結果の対照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分類

ｶ献調査・用例調査・観察調査からの行動例

所在特定

ﾌための
uラウジ

塔O

テーマの

?るブラ

Eジング

テーマを

ｩつける

ｽめのブ
宴Eジン

O

期待と不

ﾀのみに
謔驛uラ

Eジング

偶然発生

ﾉよるブ
宴Eジン

O

見回しながら歩く ○

館内の全書架を見る ○ ○ ○

特定の区域を全冊手に取って見る ○ ○

飛ばし読み，斜め読み ○ ○ ○

一度来たコーナーに何度も来る・同じ所を行き来する ○

書架を1段1段じっくり見る ○

雑誌をかきわけて探す ○

同じ種類の本をいくっも読む ○

長く読むが途中を飛ばす ○

同じ本を開き直して違うところから見る ○

何度もめくり通して違うところを見る ○

コンピューターの中身を一覧する ○

データベース中のデジタル画像を閲覧する ○

検索結果表示画面をすばやくスクロールする ○

平積みのまま開いて見る ○ ○

会議に出席する ○ ○

ウィンドウショッピング ○ ○ ○

Webページを閲覧する ○ ○

1秒に1回以上めくるような速さ ○

向きを変えて，見ていた書架と反対の書架を見る＊ ○

新着をチェックする ○

っいでに立ち寄る ○

話しながら見る ○

軽読書 ○

平積みを見て足を止める ○

＊ブラウジングでない場合もある行動

りかかったというような理由で書店や図書館に入

るときの「何かないかな」といった漠然とした期

待のみが探索の動機となるようなブラウジングに

ついての類型である。この期待は探索者が意識し

ていても意識していないものであってもよい。

　例えば，新しい店ができたので行ってみる，暇

をっぶしてくれる何か面白いものはないかという

無意識の期待で書店に入ってみる，新着図書の

コーナーを見る，趣味に関する見たことのない本

があったので開いてみるというような例が考えら
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れる。

　また，ここには，あるかどうか分からないが，

あったとしたら見逃したくない情報を入手するた

あの行動，例えば新着雑誌での最新情報のキープ

なども含まれる。

（5）偶然によるブラウジング

　このブラウジングは全くの偶然に，本人の意図

のないところで結果的にブラウジングになったと

いうブラウジングを含む。目的は限りなく無目的

に近く，あるとすれば本人すら意識していないよ

うな潜在的興味であると考えられる。例えば，会

計を済ませて店を出ようと歩いていたら目の端で

平積みに陳列された興味のある分野の本を見つけ

た，すれ違った人の鞄からはみ出た新聞の見出し

で重要な出来事を知った，エスカレーターで移動

中に壁のポスターに気付いた，かかっていただけ

だったラジオから知っている名前が聞こえてはっ

としたというような状況が考えられる。

D．定義

1．対象

　ブラウジングの対象にはもはや限界はないと言

える。語源である草を食むことに始まり，図書館

等での図書に関する意味，コンピューター画面を

対象にした意味，街の様子や店の商品など様々な

目に見えるものを対象にしてきたブラウジング

は，現在の実態としては目に見えないものも対象

とするようになってきている。

　そして，ブラウジングの対象は人間（browser）

の周りに存在するあらゆる情報源ということにな

る。「情報」というからには，それは客観的実在で

はなく主観的で受け手志向なものであり54），何が

「情報」とされるかは受け手によって異なり，よっ

て，何が情報源になるかも個人によって異なるこ

とになる。

　つまり，ブラウジングの対象は形態としては限

定がないが，同じものをとっても人間（browser）

によってブラウジングが起こるか起きないかの違

いが生じる。ここに，ブラウジングで得るのは情

報であり，ブラウジングが情報獲得の一手法であ

ると言うことができる。

2．目的

　ブラウジングの目的もまた，個人により状況に

より異なるものである。その特定度あるいは本人

による意識度には限りなく幅があり，探索目標と

して設定されることもあれば，潜在的に存在する

のみで本人の自覚としては無目的であることもあ

り，また探索過程で変化することもある。しかし，

「暇つぶし」や「気晴らし」であったとしても，時

間をつぶすことや気を晴らすこと（そのための何

かに出会うこと）が目的であり，完全なる無目的

は成立しないと言ってよいだろう。

　また，その特定度にかかわらずブラウジングを

行う人間は常に何らかの期待を抱いている。その

期待を自覚し，言語化することができた場合は目

的特定度の高い探索となり，自覚すらできない場

合は探索者本人の認識として「無目的」な探索と

なる。情報要求を言語化できないとしても，見れ

ばそれが必要かどうか判断できるというのが探索

者の状態である。つまり，ブラウジングは見なけ

れば分からないものを見るたあの手段として効力

を奏する。

3．計画面・手法

　ブラウジングにおける計画性とは，半ば習慣の

ように行われる行為を別として，どのツールをど

の1順番で，何をアクセスポイントとして利用する

かといった細かい計画はなく，あったとしても

「歴史のコーナーで書架を眺あよう」，「適当に解

説を読んで決めよう」というくらいの漠然とした

ものであると見受けられる。偶然性に依存した手

法がとられるのも特徴である。

　また，習慣づけられた行為はそれそのものが探

索の手法となる。例えば新着図書のチェックのよ

うな行動は，習慣ついてしまえばそれ以前に何か

を調べる必要もなく，館内でのルートもほぼ決ま

り，そこに行くという習慣がそのまま新着図書に

どのようなものがあるかを知るたあの手法にな

る。

　ブラウジングの手法には「じっくり」と形容で

きるものも「大雑把に」「適当に」「行き当たり

ばったりに」と形容できるものもあり，一概には
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特定できない。しかし，理屈で考えれば確認する

ことなどできるはずのない瞬間的な一瞥で何かを

見つけたり，判断したりするという手法が現実に

存在する，これは他の探索方法では見られないま

さにブラウジングに特有の手法である。そしてこ

のようなことが実際に起こるため，探索者は全て

を丁寧に見なくとも自分に必要なものは見つかる

に違いないという一種の期待を抱き，再びそのよ

うな「適当な」行動を行うと考えられる。

4．動き

　目的や手法に様々なものが想定できるため，物

理的な身体運動を規定することは難しい。しか

し，ブラウジングの中で行われる様々な行為には

「広範に動かす」という共通点があり，多くのもの

の中で必要な部分を選び取る，ある程度の「雑さ」

が存在するという性格面での共通点もある。

5．ブラウジングの定義

　以上を踏まえてブラウジングを定義すると以下

のようになる。

　「ブラウジングは，出会わなければ必要か判断

できない情報を含む，曖昧さを持つ情報要求を満

たすため，何らかの期待を抱きながら，利用でき

る感覚全てを用いて広範で多量な情報源から何ら

かの基準で必要なものを選び取る情報獲得の一手

法である。」

　また，ブラウジングは意図的に行われるだけで

なく偶然によって助けられることも多く，それが

組織的探索ではたどりっくことのできない「意外

な結果」に結び付くと考えられる。それが，ブラ

ゥジングが今でも好まれる一因であろう。

E．今後の展望

1．調査方法についての問題点

　今回新たにブラウジングを観察するという調査

方法を試みたが，調査方法の問題点，改善すべき

点を以下に大きく4点挙げる。

　第一はプライバシーについての問題である。

Ross45）の調査に対し，利用者の行動を無断での

ぞき見する行為であり調査方法として適切でない

という批判が上がったように55），今回取った手法

がプライバシーの侵害と言われかねない方法であ

るという点について考える必要があると思われ

る。

今回は，観察の行われる場所，観察の対象者，対

象者の利用した資料に関する3点を理由として，

プライバシーの侵害には当たらないと判断して調

査を行った。1点目は，観察を行う場所が他人の

存在しないはずの私的空間ではなく，明らかに自

然状態として他人が存在する公的空間だという点

である。2点目は，観察の対象となる利用者は推

定年齢と性別が記録されるのみで，個人として特

定されていない点である。3点目は利用者が利用

した資料，店内で見た本については雑誌，新聞，

文庫，CD，文芸，自然科学，人文科学というよう

な，探索方法の違いを考慮するのに最低限必要な

形状や分類が観察されるのみであり，どのような

内容のものであったかを探るものではない点であ

る。

　今回，自然な行動を見るために対象者に知らせ

ないという方法を取ったが，自然な行動が失われ

ない範囲で，対象者の協力を得て行うことのでき

るような方法を考えるべきなのかもしれない。ま

た，どちらの場合でも調査地の理解はやはり必要

であると思われる。

　第二は記録方法に関する問題である。今回は独

り言以下の声量での実況中継を録音するという方

法を取ったが，これにはいくっかの欠点が存在す

る。例えば，状況によっては聞き取れずに「デー

タ欠損」扱いになる部分が出てくる点，録音起こ

しに大変コストがかかるという点がその例であ

る。マーケティングの現場52）・56）で行われているよ

うにビデオ録画を利用できればこの点はいくらか

補うことができよう。しかし，先に挙げたプライ

バシーの問題が深刻化する惧れがあり，また次に

挙げる「視線を追う限界」を補いきることはでき

ない。

　第三は記録者の問題である。観察者は対象者の

「行動」だけでなく，その視線を追って対象者が何

をどの程度真剣に見ているのかを捉える必要があ

る。しかし書架の方を「向いている」からといっ
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て必ずしも書架を「見ている」とは限らず，ペー

ジをめくり通しているその時にページを見ている

とは限らない。よほどの訓練をつまない限り「見

ている」と「向いている」，「じっくり」と「ざっ

と」等を完全に見極めるのはほぼ不可能である

が，これは記録の信頼性に関わる重大問題であ

る。

　また，記録者としての能力についても考える必

要がある。“調査に適した人物”56）かどうかという

こともそうであるが，観察者は，何を「じっくり」

と判断するのかというような対象者の行動をコー

ドに当てはめるための判断基準を調査中変わらず

維持する必要がある。これについては最低でも，

予めコードの定義を厳しく定めておく，予備調査

の際に訓練も兼ねておくという対処をしておくべ

きである。

　第四はサンプリングの問題である。調査地をど

こにするかから始まり，利用者が一斉に入ってき

た場合誰を対象にするか，調査時間帯等の要因で

対象者は容易に有意抽出になりうる。被観察者の

滞在時間が極端に短かった場合は特に，時間帯が

集中してしまわないように注意する必要がある。

対象者を見失う可能性があること，対象者の滞在

時間は予測不可能であることから，サンプリング

は長期計画で行う必要があるだろう。

2．今後の展望

　今回の調査を通じて，実際に図書館と書店で探

索を行う利用者の行動が観察されたことにより，

これまでの机上の議論では分からなかったブラウ

ジング行動の実態が示された。

　これまでの研究では，図書のブラウジングとい

うと文字情報が主なものばかりを対象としてい

た。しかし，今回同じく「図書」といってもその

情報の性格により内容の享受方法も変わるという

ことが示され，ブラウジングと普通の読書の境目

も考え直さねばならないことが示唆された。ま

た，その対象も紙媒体だけでなくあらゆるものに

広がっていることも確認できた。今後は，Web

ページ閲覧などコンピュータに関わる「ブラウジ

ング」はもちろん，画像や映像の「ブラウジング」

や一般商店での「ブラウジング」，テレビのザッピ

ング（zapping）についてもより真剣にブラウジ

ングとして対象としていく必要がある。

　また，今回ブラウジングを行う探索者はかなり

速いスピードでその判断を行っていることが確認

できたが，それを可能にしているものについては

まだ明らかにされていない。それは一種の能力で

あるのか，潜在意識なのか，集中力であるのか，

その他何か別のものであるのかを明らかにするこ

とが，ブラウジングをより一層理解することにつ

ながるのは間違いない。また，その一瞬で何を読

み取っているのか，もしくは読み取ることができ

ているのかを明らかにするのも重要な課題であ

る。

　執筆にあたってご指導いただいた慶鷹義塾大学

文学部図書館・情報学専攻の上田修一教授，並び

に関係各位に感謝の意を表したい。
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